






































高圧相は空間群P21/C に属 しZr0 2の常温常圧相であるb8ddeleyite型構
造であると考えられる｡rutile構造からb8ddeleyite型構造への相転移に伴い
約7%の体積減少があり20GPBでの高圧相は常圧でのrutHe構造に比べて約16%
甫密度な構造である｡ 後者の値は以前shocky8Yeで観測 されている20%に近い｡
b&ddeleyite型構造はrutHe構造の6配位に対しより配位数の多い7配位であ
りTi02の高圧相 として期待されていたflourite壁構造の重んだ構造である｡
-88-
